
 
  



 
  



 

地域をつなぐ「全域交通ネットワーク」づくり 
暮らしをつなぎ支えるモビリティ・ネットワークの構築 

 

   

 

＜⽬標実現のための施策⽅針＞ 
①持続可能な生活の足の確保 【鉄道・バス・タクシー等】 
・幹線軸を構成、補完する電車・バス・タクシーやフィーダー交通の確保と利便性向上 

・暮らしは守りつつ持続可能なサービスへの転換 

②公共交通利用に向けた市民の意識づくり 【モビリティ・マネジメント】 
・多様な交通手段を利用するきっかけづくり 

・利用促進による公共交通の維持 

③地域に応じた必要な都市、生活サービス機能の集約 【拠点形成】 
・地域ごとに異なる特性をもつ拠点の機能を地域の状況に応じて強化 

④自家用車の利用が困難な方への移動支援 【移動支援】 
・免許返納した高齢者や免許を持たない人などの生活の足を確保 

⑤来街者が利用しやすい移動環境の確保 【観光・ビジネス】 
・北陸新幹線福井開業による観光・ビジネス需要に対応した使いやすい二次交通 

・目的地までスムーズに乗継ぎができる乗継環境 

⑥ＩＣＴ化の推進と新技術の活用  【ＩＣＴ・新技術】 
・キャッシュレス、ＭａａＳの導入による乗継、支払いの効率化 

・プローブデータ、モバイル端末データの活用による情報提供、情報収集 

⑦まちなかを快適に回遊できる移動環境づくり 【歩行者、まちづくり】 
・交通とまちづくりが連携したにぎわい創出 

・人中心の街路空間と利用しやすい多様な交通モードによる回遊 

⑧安全で快適に移動できる空間づくり 【自動車・自転車・歩行者】 
・バスの定時性確保 

・安全な自転車通行空間、歩行者空間 

⑨環境負荷の低減に向けた市民の意識づくり 【環境】 
・公共交通、自転車、徒歩の利用促進による環境負荷低減 

都市交通の⽬標と⽬標実現のための施策⽅針 

都市交通の⽬標 

だれもが、目的やニーズに応じて交通手段を選択して移動することができるようにするため、

日常生活の中心となる各地域拠点の特性に応じた必要な機能の集約を図るとともに、市全域の

モビリティ（移動のしやすさ）を支える交通ネットワークを構築します。 

＜交通＞ 
○6 ⽅向の公共交通幹線軸 
○幹線軸以外の路線バス 
○フィーダー交通 

＋ 
＜拠点＞ 

○地域拠点 
○乗継拠点 
○多様な拠点 
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将来都市像 ⼈にやさしい「全域交通ネットワーク」とにぎわいとやすらぎの「まちづくり」 
 

都市交通の⽬標 地域をつなぐ「全域交通ネットワーク」づくり 暮らしをつなぎ支えるモビリティ・ネットワークの構築 
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計画期間 

令和3 年～令和12 年 



 
① 選択性のある都市交通利⽤環境の構築 

電車、バス、タクシー、フィーダー交通、自家用車、自転車といった様々な移動手段がネットワーク化

され、移動の目的に応じて、それぞれの移動手段を組み合わせて利用することができる、利便性の高い都

市交通の利用環境を構築 
 

①−１ 市域全体をカバーする地域公共交通網の形成 
主
な
実
施
施
策 

○南北幹線軸（鉄道）の維持・確保のための、行政による支援、及び鉄道の 
安定的な運営のための利用促進      【短期～長期】 

○東西幹線軸（鉄道、バス）の追加、維持・確保のための、行政による支援、 
及びバスの安定的な運営のための利用促進    【短期～長期】 

①−２ 新しい時代を迎える地域鉄道の利便性向上 
主
な
実
施
施
策 

○地域鉄道の連携による利便性向上     【短期～長期】 

○地域拠点、乗継拠点の駅での待合環境の充実    【短期～長期】 

①−３ フィーダー交通の効率的配置による 
地域内移動⼿段の確保と利便性向上 

主
な
実
施
施
策 

○フィーダー交通の見直し（フルデマンド化や効率的な路線の統廃合等） 

         【短期～長期】 

○生活の足を確保するための超小型モビリティ、自動運転車両等の研究 
         【短期～長期】 

①−４ 市中⼼部のバス路線網の⾒直し 
主
な
実
施
施
策 

○すまいるバスのダイヤ・ルートを含めたバス路線網の効率化  【短期】 

○福井駅周辺でのお買い物と連動した公共交通利用促進策の検討 【短期】 

①−５ 公共交通を維持するための取組み 
主
な
実
施
施
策 

○駅周辺でのイベント等の開催      【短期～長期】 

○高齢者等への公共交通機関の利用方法の周知による外出機会の創出 
         【短期～長期】 

①−６ 北陸新幹線福井開業に伴う 
交流⼈⼝（観光・ビジネス等）への対応 

主
な
実
施
施
策 

○東口の観光案内所の整備と西口のまちなか案内所との連携   【短期】 

○福井駅等における地域鉄道、バス、タクシー乗場、観光案内所等への 
サインの充実           【短期】 

①−７ 道路交通の円滑化 
主
な
実
施
施
策 

○バスロケーションシステムの整備拡充     【短期～長期】 

○路線バスの遅延分析と対策      【短期～長期】 

①−８ ⾃転⾞利⽤の推進 
主
な
実
施
施
策 

○自転車活用の推進を踏まえた計画の策定        【短期】 

○まちなか、拠点等におけるシェアサイクル（レンタサイクル）の拡充 
         【短期～長期】 

 

② 拠点への機能の集積とモビリティの改善による持続可能な地域の形成 
それぞれの拠点の特性に応じた、日常生活に必要な機能の集約やモビリティ（移動のしやすさ）の改善

により地域としての生活利便性や魅力を向上 
 

②−１ 地域拠点に求められる都市機能、⽣活サービス機能の誘導等 
主
な
実
施
施
策 

○地域拠点における地元生産者による農作物等の販売所の設置【短期～長期】 

○地域拠点における高齢者が気軽に集える通いの場の整備 
（ＳＣ等でのサロン、よろず茶屋等）      【短期～長期】 

②−２ 地域拠点等におけるモビリティ（移動のしやすさ）の改善 
主
な
実
施
施
策 

○パーク&ライド(バスライド)駐車場、サイクル&ライド(バスライド)自転車 
駐車場、待合環境の整備、及び支援      【短期～長期】 

○鉄道駅、拠点における基幹バス停、パーク＆ライド駐車場や乗継情報等の 
見える化に向けた環境整備       【短期～長期】 

②−３ まちなかを快適に回遊できる環境の構築 
主
な
実
施
施
策 

○福井駅前電車通り北地区（Ａ街区）第一種市街地再開発事業 
〔広場の整備/通路/歩道状空地/住宅/駐車場〕     【短期～中期】 

○案内サインの充実（サインの設置・整備、デジタルサイネージの整備等） 
          【短期～長期】 

 

③ 公共交通機関のシームレス化の推進 
運賃の支払いの効率化や多数の移動手段の検索・予約・決済の一括化などにより、移動のために必要な

情報を必要な人に提供し、スムーズに移動できる環境づくりを推進 
 

③−１ 運賃のキャッシュレス決済の導⼊検討 
主
な
実
施
施
策 

○運賃のキャッシュレス決済の導入検討          【短期～長期】 

③−２ ＭａａＳ（Mobility as a Service）の導⼊ 

主
な
実
施
施
策 

○日常生活型ＭａａＳの導入検討           【短期】 

○ふくい嶺北連携中枢都市圏全体でのＭａａＳによる交通システムの構築      【中期～長期】 

 

施策パッケージ                                      【実施期間】短期：概ね 1〜3 年/中期：概ね 4〜7 年/⻑期：概ね 8〜10 年 
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